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1: Introduction 1/31: Introduction 1/3
日本における高等教育の傾向日本における高等教育の傾向
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教育実践 基づく教材開発教育実践に基づく教材開発 (Nishinosono, et. Al.2007)

共通イメージとして

のメタファーの設定

学生の実態重視学生の実態重視



4: これまでの開発授業4:  これまでの開発授業
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5: 2009年結果5:  2009年結果
学習資材の強化が学習資材の強化が
英作文の正確さと
構成と内容の改善

Writing 
performance

構成と内容の改善
につながった
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BUT
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引き起こした



6:研究の対象6:研究の対象
A大学
英語を専攻しない学部の 回生 クラ ( 人)英語を専攻しない学部の１回生 A・Bクラス(59人)
必修科目『英語WRITING』 再履修生8人
普通教室での授業 （ f ）普通教室での授業 （Lower Proficiency）

G t R d t W itGet Ready to Write: 

A First Composition Text p
(2nd Edition)

Karen Blanchard (著)Karen Blanchard (著), 

Christine Root (著)
Pearson Longman 



7:授業の目標授業 目標
• この授業では、自律的に学びながら英語で自分
の意見を発信できるようになることを目指しますの意見を発信できるようになることを目指します。
最終的には学生の自律的な学びを目指します。

「自律学習」とは：「自律学習」とは：

①自分でテーマを見つけることができる。
②テーマのための計画を立て、その計画を実行する
ことができる

③問題が起きたら、それに対処することができる
④自分で評価をすることができる



8:  2010年度の授業 前期授業
終了年度の授業 終了

教科書を基本とするハンドアウトを用いた

講義式指導

+自律学習ブレスト（マインドマップ）
教師中心

学習者による
評価基準作成

学習者中心

教師中心 評価基準作成
（教師が指導）

協調自律学習

自律学習

前期授業前期授業

教師中心

教科書を基本とするハンドアウトを用いた 自 律 を 学 ぶ

開始開始

教科書を基本とするハンドアウトを用いた

講義式指導

+協調自律学習： ブレスト （旅人café）

自 律 を 学 ぶ



9:  2010年 学習教材



10‐1: 1st Class :オリエンテーション10 1  C ass オリ ンテ ション

• PPTを使った説明
– 英語の授業の必要性

– 学習に必要なもの– 学習に必要なもの

– 当該授業の目標と、学習の流れ

最終評価 説明する– 最終評価について説明する

• アイスブレーキング・アクティビティアイ キ グ アクティ ティ

「誕生日順に並ぼう！」 ＆自己紹介
ティーム作り

クラスメート一覧シート



10‐2: 学習の流れ
1 2 3 4 5

4月14日 4月21日 4月28日 5月12日 5月19日
Orientation 1st SET- 1 1st SET- 2 1st SET- 3 2nd SET- 1Orientation 1 SET 1 1 SET 2 1 SET 3 2 SET 1 

Icebreaker 旅人café Grammar
Writing/
Review

Mind-map

6 7 8 9 10
5月26日 6月2日 6月9日 6月16日 6月23日

2nd SET 2 2nd SET 3 3rd SET 1 3 d SET 2 3rd SET 32nd SET- 2 2nd SET- 3 3rd SET- 1 3rd SET- 2 3rd SET- 3

Grammar
Writing/
Review

班ごとの基準 クラスの基準
Self-
assessment

11 12 13 14 15

6月30日 7月7日 7月14日 7月21日 7月28日6月30日 7月7日 7月14日 7月21日 7月28日
4th SET- 1 4th SET- 2 4th SET -3 5th SET- 1 5th SET- 2

Final Writing/
Final Writing/
S lfopen open open

Final Writing/
Peer-review

Self-
assessment



11： 1st SET 学び方を練習する
目標： みんなで学ぶ方法を習得して、英語のパラグラフを書く

2nd Class ブレーンストーミング「旅人café」2 Class ブレ ンスト ミング「旅人café」
香取一昭, 大川恒. (2009) 『ワールドカフェをやろう！』

3rd Class 英文法やパラグラフの形式の学習3 Class 英文法やパラグラフの形式の学習

4th Class     1stセットで得た知識を用いた英作文

「家族 友達（トピ ク）」「家族・友達（トピック）」



12: 2nd Set 学び方を練習する
• 目標：ひとりで学ぶ方法を習得して、英語の
パラグラフを書くパラグラフを書く

– 5th Class ブレーンストーミング『マインドマップ』
ブザン ワ ルド ジャパン株式会社ブザン・ワールド・ジャパン株式会社

– 6th Class 英文法やパラグラフの形式の学習
th d で得た知識を用いた英作文– 7th Class 2nd Setで得た知識を用いた英作文
「一日の過ごし方(トピック)」

（出典：http://www.matsukatsu.com/books

20100324 retrieved）



13: 3rd Set みんなで基準を作る13: 3 Set  みんなで基準を作る

• 目標：みんなで協力して英語のパラグラフを
評価する基準を作る (西岡、2008)

– 8th Class 班ごとの基準作成8 Class 班ごとの基準作成

– 9th Class クラスの基準作成
th l これまでに書いたパラグラフの自己評– 10th Class これまでに書いたパラグラフの自己評

価と修正およびピア・レビュー



14‐1： 4th SET 自律的に学ぶ
目標：これまでに体験した方法を応用して、自由なトピッ
クで、英語のパラグラフを書いてみるクで、英語の ラグラフを書いてみる

授業メタファー「巣立ち」→ツバメが巣を離れて飛び立つイメージ

自分でM S h d l (計画表）を作成する自分でMy Schedule(計画表）を作成する

例：11st Class ブレーンストーミング…. トピックの決定・内容の充実

プ グ12rd Class プレライティング…. 内容の調査、語彙・表現の学習

13th Class     ライティング…. 「クラス基準表」で自己査定、友達のコメント



授業メタファー

14‐2：「巣立ち」→ツバメが巣を離れて飛び立つイメージ
教師主導教師主導

１ オリエンテーション

２ みんなで学ぶ方法２ みんなで学ぶ方法

①②③

３ ひとりで学ぶ方法

①②③

４ みんなで基準を作る
①②③①②③

学習者主導

５ 自律的に学ぶ

①②③

６ 最終ライティング

①②①②



15‐1： 5th SET 最終ライティング
目標：自律的に自由なトピックで英語のパラグラフを書く

14th Class ライティング14 Class ライティング

15th Class ライティング+ 評価と総合的な振り返り
評価 自分の成績を自分自身で計算する評価…  自分の成績を自分自身で計算する

振り返り… 前期の総評、自分の点数について振り返って感想を

計算方法●計算方法

①振り返りシート（ ）枚×1点→（ ）点

②ポートフォリオ（課題ライティング）（ ）枚×10点→（ ）点

③レビューシート（ ）枚×5点→（ ）点※上限15点

④最終課題 評価（ ）→（ ）点

Cf:    評価1(10),  2(15),  3(20), 4(25).  5(30)

自分の予想点 合計（ ）点



15‐2．成績の計算方法

点数 内容

15点 授業参加点（振り返りシートの記入まで含みます）

30点
ポートフォリオ3回：遅れて出した場合は各回5点
（英作文と学習についての振り返りシートを4、7、13回授業時に提出
する）する）

15点 レビュー：1枚5点、1枚以上3枚以下15点
（8回目の授業で他の人のパラグラフを読んでシートを書く）

最終課題：5段階ルーブリックによる自己査定（最高30点）

40点

最終課題 段階 リック る自 定（最高 点）

5 — 30点 2 ‐ 15点 4 — 25点 1 ‐ 10点 3 — 20点
教師裁量—10～+10点
※ルーブリックの基準と最終課題の自己査定が著しくかけ離れていリ 準 最終課題 定 著 離
ると、複数の教師が判断した場合は、適正な査定（1～5）に差し戻し
ます。



16:  結果

2008年 2009年 2010年前期
•自律, 満足感
高内容の多
様性有 b 文

•自律, 授業お
よび教材改善
により文法

•自律（低→？）,  
満足感中, 内
容の多様性様性有 but 文

法,英文構造
ミス多

により文法,
英文構造は
改善 but内容

容の多様性
有 but 文法、
英文構造やミス多 改善 but 内容

の画一化, 士
気低

英文構造や
やミス有



17:  考察
I t t St d tInstructor 
satisfaction

Student 
satisfaction

Autonomous 
learning

Instructor‐
led classes

Expressive, 
individual 

Accurate, 
proficient

writing
proficient 
writing

学習者の自律と英語学習に対する意識を確認しながら、教材と学習者
の満足感の効果的なバランスを求めるためには、さらなる教材を含め
た授業改善を行う必要があるた授業改善を行う必要がある。
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